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流れとねらい

▪ コミュニティーベース継承プログラムの紹介
▫ 設立の背景
▫ 他機関との関係づくり

▪ グローバル人材育成に焦点を置いたカリキュラム

▪ 今後に向けての課題、提案
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＜背景＞日本語学校における　「日語学級」→「国際学級」設立案

2004 年　

▪ コミュニティーベースのプログラムとして保護者有志が主体となり
継承センターが設立された

▪ 語学学校、補習校ではなく、日本語を使う環境での文化中心プログラム。
新二世、継承語学習者、日本に何らかのルーツを持つ子供たち対象

▪ 生徒の将来につながるニーズを考慮したアプローチ
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継承センター



4
Doerr & Lee 2010 Inheriting “Japanese-ness” diversely: Heritage practices 

at a weekend Japanese language school in the United States



生徒　日本と何らかの関りがある

「日本」が既に自分の一部である

「来たい」という気持ち

日本語を語学として学ぶところではない

・国際結婚

・日本人永住家族

・日本駐在経験家族

・親自身が継承語学習者　（ハワイ、ブラジル、ドイツ、新二世など）

大人クラス　当センターに子供が通う保護者向け日本語クラス
　　　　　　2016年パイロットとして開始　　
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継承センター　構成

将来につながる
きっかけ作り

日本との繋がりを
本人が認識



▪ 少人数制（12名前後）　

▪ K – 12年生（年長から高校3年生の学齢）

　　　＋2021年度 幼稚園プログラムが傘下に加わる

▪ 年齢、性格、学習スタイル、総合的な能力、友達関係

▪ 低学年はホームルームのみ、高学年は日本語能力別の学習時間あり*
▪ 歌の時間、季節の行事、文化体験、ゲスト、コミュニティーイベント参加

▪ 生徒会や保護者の積極的な参加

▪ 家族の姿勢と意向　

▪ 自由課題

▪ 時間割、一日の流れは自由

生徒主体、個人のペース、成長を尊重
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継承センター　構成

＊パンデミックの

影響あり



▪ 文化イベントに積極的に参加
全米さくら祭り

商工会新春祭り
日米協会行事
地域内文化紹介イベント
地域アーティストや日本関連企業の招待

全米コンテスト（年賀状、俳句、スピーチコンテスト、クイズ大会）

▪ 他の日本語幼稚園や個人日本語プログラムとの交流、情報交換

▪ 日本との交流
Podcastラジオ番組出演
Zoomを利用してのランゲージパートナープログラム参加
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他機関との関係づくり



▪ 映像や写真、実物を使った、語彙や知識確認と導入

▪ 年齢層様々なアプローチ（縦割り活動）

▪ 文化、習慣、季節をテーマにしたもの

▪ 折り紙や工作、発表やインタビュー、実験、プロジェクト、リサーチ

▪ 調理実習・食育

▪ 保護者やコミュニティーの方とつながるきっかけ
（身近なリソース）

▪ アイデンティティ形成
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授業内容例

将来に長く続く日本との関係づくりに重点
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授業内容例　
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授業内容例　
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授業内容例　（保護者を招待）
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授業内容例　（保護者を招待）
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大学について

＜高校生対象＞

日本語プログラムがある大学紹介
交換留学システム
Global University Project
日本の大学教授ゲスト

https://www.mext.go.jp/en/policy/education/highered/title02/detail02/sdetail02/1395420.htm

現代グローバル社会に
求められている人材への道

オプションの提示
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アイデンティティー

実体験を表現し
共有する機会



“Yes. The Japanese culture that I have experienced at Keisho makes me feel more 
like a Japanese person, which in turn affects how I act and think.”

“Yes, because I can relate to other kids experience as they have grown up and I 
have increased my knowledge in the Japanese”

“Yes, because if I wasn't coming to Keisho every week and studying Japanese, 1) 
I wouldn't feel as connected to the culture and people of Japan, and 2) I wouldn't 
have as many Japanese language skills as I do now.”

“Yes, because in Keisho we learn a lot about the culture and that has helped me 
understand more about Japan and like Japan even more.”
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生徒の声
継承で学んだこと、けいけんしたことが自分のアイデンティティーにえいきょうしていると思います
か？



▪ 将来につながる
✔ 来たい
✔ 楽しい
✔ 友達がいる
✔ 自分でいられる
✔ コミュニケーションが取れる　“This is so やばい”
✔ 同じ価値観、経験を分かち合える

自分に自信、誇りを持つことが出来る

日本とのつながりを保ちたい

伝えたい
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アイデンティティー形成の要素
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将来につながる道

JET

Japan American Society

継承センターのアシスタント

日本の番組テレビレポーター



「別」のカテゴリーに置かない 
　　　→コミュニティーの中での存在位置確認

アイデンティティーを期待、定義しない

目先のゴールや語学面のパフォーマンスにとらわれない
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提案と課題

✔ 継続する前向き姿勢を維持（年齢と共に）
✔ 自信を見つけさせる
✔ グローバル人材育成を意識 向上心、継続、誇り

コミュニティーベースプログラムとしての
チャレンジ


